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今回の中国残留日本人孤児の肉親捜しで、市内出身(漆戸)の武舎康江さん句。=中国名 ・郎翠栄さん=

の身元が確認され、 2月18日、悲願の帰郷を果たしました。 2月20日、武舎さん(写真右)は、永野市長

(写真左から二人め )を表敬訪問され、帰郷の報告を しました。永野市長 は、ねぎらいの言葉 の後トラ ン

ジスターラジオを武舎さんに贈りました。
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59，397人 (+ 32) 
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ニューメディアと高度情報社会

最
近
、
ニ
ュ
1

メ
テ
ィ
ア
あ
る
い

は
高
度
情
報
社
会
と
い
う
言
葉
を
よ

く
耳
に
し
ま
す
。
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

と
は
、
ま
た
、
高
度
情
報
社
会
と
は
、

い
っ
た
い
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

メ
デ
ィ
ア
と
は
、
手
段
、
方
法
と

い
う
意
味
で
す
の
で
、
ニ
ュ

ー
メ
デ

ィ
ア
は
、
新
し
い
手
段
ま
た
は
方
法

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
『
情
報

伝
達
の
た
め
の
』
新
し
い
手
段
ま
た

は
方
法
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

今
ま
で
に
も
情
報
を
伝
、
え
る
手
段

に
は
、
電
話
、
ラ
ジ
オ

・
テ
レ
ビ
放

送
、
新
聞
、
郵
便
、
書
籍
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ
ア
は
、

コ

ン
ビ
ュ

l
タ
を
は
じ
め
と
す
る
電
子

技
術
の
発
達
と
今
ま
で
の
情
報
伝
達

手
段
が
融
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可

能
に
な
っ
た
多
穐
多
様
な
情
報
伝
達

手
段
を
指
し
ま
す
。

代
表
的
な
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ
ア
に
は
、

双
方
向

C
A
T
V
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
電

話
、
通
信
衛
星
、
キ
ャ
プ
テ
ン
、
文

字
多
重
放
送
、

V
A
N
、

V
R
S
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

高
度
情
報
社
会

の
到
来

将
来
は
、
こ
れ
ら
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ

ア
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今

も
の
で
、
通
商
産
業
省
の
提
唱
す
る

構
想

ク
シ
ミ
リ
な
ど
別
々
に
構
成
さ
れ
て

い
る
電
気
通
信
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、

ま
で
よ
り
も
情
報
量
や
そ
の
伝
達
速

度
が
飛
躍
的
に
増
大
し
、
す
べ
て
の

人
が
、
情
報
を
求
め
よ
う
と
し
た
と

き
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
に
い
て
も
、

そ
の
情
報
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
仕
事
や
家
事
の
省
力
化
、

効
率
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

人
々
の
生
活
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、

こ
の
ゆ
と
り
を
も
と
に
、
人
間
性
が

尊
重
さ
れ
た
快
適
で
文
化
的
な
社
会

が
出
現
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
は
、
高
度

情
報
社
会
と
呼
ば
れ
、
二
十
一
世
紀

の
は
じ
め
に
実
現
す
る
だ
ろ
う
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

長距離通信の中継局の役割を果たす通信衛星

高
度
情
報
社
会

の
実
現
に
向
け
て

こ
の
高
度
情
報
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
、
テ
レ
ト
ピ
ア
構
想
、
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
、

I
N
S
構
想
を
は
じ
め
、
国
を
先
頭

に
各
地
で
さ
ま
さ
ま
な
試
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
上
田
市
で
も
、
「
上
田

市
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
推
進
会
議
」
を

中
心
に
、
高
度
情
報
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
取
り
組
み
を
は
じ
め
ま
し

た

と
こ
ろ
で

一ュ
1

メ
デ
ィ
ア
が

普
及
す
る
と
と
も
に
、
個
人
の
プ
ラ

イ
ハ
シ

l
侵
害
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯

罪
の
発
生
な
ど
の
懸
念
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
も
一
つ
一
つ

解
決
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
本
格
的
な
ニ

ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
時
代
も
近
い
と
い
え

ま
す
。
理
想
的
な
高
度
情
報
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
ニ
ュ

ー

メ
デ
ィ
ア
の
活
用
、
高
度
情
報
社
会

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

用
語
の
説
明

テ
レ
ト
ピ
ア
構
想

テ
レ
ト
ピ
ア
と
は
、
テ
レ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
(
電
気
通
信
)
と
ユ

ー
ト
ピ
ア
(
理
想
郷
)
の
二
つ
の
言

葉
を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。
郵
政
省

が
指
定
し
た
モ
デ
ル
都
市
に
ニ
ュ
ー

メ
テ
ィ
ア
を
優
先
的
に
導
入
し
、
こ

れ
を
拠
点
に
全
国
に
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ

ア
の
普
及
を
促
進
し
、
未
来
型
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
(
通
信
)
社
会
を

実
現
し
よ
う
と
す
る
構
想

ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

構
想ニ

ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
、

指
定
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
情
報
シ
ス

テ
ム
の
モ
デ
ル
タ
イ
フ
を
つ
く
り

そ
の
実
用
化
実
験
を
行
お
う
と
す
る

V
A
N
(
パ
ン
)

付
加
価
値
通
信
網
と
よ
ば
れ
る
。



fこ

テ
ム
の
モ
デ
ル
タ
イ
プ
を
つ
く
り、

そ
の
実
用
化
実
験
を
行
お
う
と
す
る

と
こ
ろ
で

A
副
司

一ュ

l
メ
デ
ィ
ア
が

第 930号一-

も
の
で
、
通
商
産
業
省
の
提
唱
す
る

構
想

l
N
S
(
高
度
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)

構
想日

本
電
信
電
話
公
社
が
提
唱
し
て

い
る
構
想
で
、
現
在
の
電
話
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
な
ど
別
々
に
構
成
さ
れ
て

い
る
電
気
通
信
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、

デ
ィ
ジ
タ
ル
伝
送
方
式
(
情
報
を

O

と
か
一
の
数
値
の
組
み
合
わ
せ
に
し

て
相
手
方
に
送
る
)
に
よ
り
統
合
、

一
本
化
し
よ
う
と
す
る
構
想

V
A
N
(
パ
ン
)

付
加
価
値
通
信
網
と
よ
ば
れ
る
。

通
信
回
線
と
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
接
続

さ
せ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
働
き
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
高
度
な
通
信

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
業
務
の
こ
と
。

銀
行
の
ク
ィ

ッ
ク
カ
ー
ド
一
枚
で
、

全
国
ど
こ
の
銀
行
の
現
金
自
動
支
払

機
も
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
や
、
全

国
の
列
車
の
指
定
席
予
約
を
国
鉄
や

旅
行
代
理
屈
の
ど
の
窓
口
で
も
で
き

る
シ
ス
テ
ム
が
、
代
表
的
な
も
の
で

あ
る
。

V
R
S
 

画
像
応
答
シ
ス
テ
ム
と
よ
ば
れ
る
。

広
帯
域
の
電
話
回
線
を
利
用
し
て
、

文
字
や
図
形
の
ほ
か
静
止
画
、
動
画
、

音
声
な
ど
の
情
報
を
利
用
者
の
要
望

に
応
じ
て
テ
レ
ビ
画
面
上
に
即
時
サ

ー
ビ
ス
を
行
う
シ
ス
テ
ム

光
通
信

光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
を
使
い
、

電
気
信
号
の
代
わ
り
に
光
の
信
号
で

情
報
を
送
る
の
が
光
通
信
で
あ
る
。

人
聞
の
髪
の
毛
ほ
ど
に
細
い
ガ
ラ
ス

繊
維
で
あ
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
、
光

の
屈
折
率
の
大
き
い
芯
と
屈
折
率
の

小
さ
い
周
辺
部
で
形
成
さ
れ
て
お
り
、

光
の
強
弱
や
点
滅
な
ど
に
変
換
さ
れ

た
情
報
は
、
こ
の
両
者
閉
め
反
射
を

繰
り
返
し
な
が
ら
伝
送
さ
れ
る
。

ー
メ
デ
ィ
ア
の

コ.
--

い
ろ
い
ろ

暮らしの変化の一例

C
A
T
V
 

本
来
は
、
山
や
ビ
ル
の
陰
な
ど
テ

レ
ビ
電
波
が
届
き
に
く
い
地
域
の
難

視
聴
対
策
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
、

テ
レ
ビ
局
の
電
波
を
受
信
し
有
線
で

各
家
庭
に
再
送
信
し
て
い
た
。
最
近

で
は
、
一
方
的
に
放
送
を
流
す
だ
け

で
な
く
、
受
信
者
側
か
ら
放
送
局
に

注
文
で
き
る
双
方
向
性
を
も
つ
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
専
門
番
組
放
送
(
例

え
ば
、
一
日
中
ニ
ュ

ー
ス
を
放
送
す

る
な
ど
て
ホ

l
ム
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
(
テ

レ
ビ
を
通
じ
て
商
品
を
注
文
す
る
)

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
も
で

き
る
。

デ
ィ
ジ
タ
ル
電
話

従
来
の
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
に
、
ダ

イ
ヤ
ル
し
た
電
話
番
号
表
示
、
か
け

て
き
た
人
の
電
話
番
号
表
示
、
'
通
話

料
金
表
示
、
伝
言
送
達
な
ど
が
可
能

と
な
る
。

通
信
衛
星

長
距
離
通
信
の
中
継
局
の
役
割
を

果
た
す
た
め
に
開
発
き
れ
た
人
工
衛

星
。
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
時
の

通
信
手
段
と
し
て
の
期
待
は
大
き
い
。

ア
ン
テ
ナ
さ
え
あ
れ
ば
自
動
車
で
も

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
も
ど
こ
に
で
も
通

信
で
き
、
テ
レ
ビ
画
面
な
ど
を
伝
送

す
る
場
合
、
一
回
の
送
信
で
複
数
の

地
点
へ
同
時
に
送
れ
る
な
ど
の
特
徴

を
も

っ
て
い
る
。

キ
ャ
プ
テ
ン

電
話
回
線
と
家
庭
や
事
務
所
の
テ

レ
ビ
受
像
機
を
結
び
、
利
用
者
の
要

望
に
応
じ
て
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

蓄
積
さ
れ
て
い
る
情
報
を
探
し
て
送

信
し
、
利
用
者
側
で
は
、
ア
ダ
プ
タ
ー

を
通
じ
て
ブ
ラ
ウ
ン
管
上
に
図
形
や

文
字
の
形
で
表
現
さ
れ
る
情
報
シ
ス

一
ア
ム

文
字
多
重
放
送

文
字
や
図
形
情
報
な
ど
の
記
号
を

テ
レ
ビ
電
波
の
す
き
間
を
利
用
し
て

送
る
放
送
の
こ
と
で
、
文
字
や
図
形

情
報
を
現
在
の
ニ
ュ

ー
ス
速
報
の
字

幕
の
よ
う
に
画
面
の
上
に
映
し
出
し

た
り
、
テ
レ
ビ
の
画
面
を
消
し
て
文

字
や
図
形
情
報
を
映
し
出
す
こ
と
が

で
き
る
。

ニューメディアによる

だえー (3)一一一昭和60年 3月1日 広報う

*在宅教育ーー ・「ハウオールド戸ーユ- J

「ベリグッドJ一一このビデオ鏑末は図書館
ともつ忽ガり在宅図書館にも怠る



だ 昭和160年 3月1日一一(4)ー

水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す

水
道
事
業
は
、
水
道
を
使
用
す
る
人
が
い
つ
で
も
き
れ
い
で
安
全
な
水

を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
日
夜
休
む
こ
と
な
く
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
日
常
生
活
や
事
業
を
安
心
し
て
営
む
た

め
に
、
水
道
は
欠
か
せ
な
い
大
切
な
施
設
で
す
。

こ
の
た
め
、
水
道
の
施
設
整
備
は
、将
来
に
向
け
て
継
続
し
て
行
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
資
金
が
毎
年
八
億
円
か
ら
九
億
円
必
要

に
な
り
ま
す
が
、
単
年
度
の
料
金
収
入
で
は
賄
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
水
道

料
金
は
、
公
共
料
金
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
安
い
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
、

巨
額
な
資
金
が
必
要
で
あ
っ
て
も
、
す
ぐ
に
料
金
値
上
げ
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
固
な
ど
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
て
、
約
三
十
年
間

に
わ
た
っ
て
元
金
と
利
息
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
法
と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
、
す

べ
て
の
事
業
活
動
に
必
要
な
経
費
を
料
金
収
入
で
賄
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
水
道
事
業
は
、
水
道
を
利
用
す
る
人
か
ら
の
料
金
で

建
設
し
運
営
し
て
い
く
考
え
方
か
ら
、
「
独
立
採
算
制
」
を
た
て
ま
え
と
し

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
税
金
な
ど
の
お
金
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
支

払
利
息
が
増
え
て
き
た
り
、
薬
品
費
、
動
力
費
な
ど
が
値
上
が
り
し
て
給

水
サ
ー
ビ
ス
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
行
え
な
く
な
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
や
む

を
え
ず
あ
る
程
度
の
料
金
改
定
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
料
金
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
七
月
、
上
田
市
水
道
料
金
審
議

会
に
改
定
案
を
諮
問
し
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
調
査
・
審
議
を
し
て
い
た
だ
き

十
一
月
に
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
答
申
を
尊
重
し
、
改
定
案
を
十
二

月
定
例
市
議
会
に
提
案
し
て
議
決
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
。
新
し
い
水
道

料
金
は
、
四
月
使
用
『
分
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

えつ広 報

期
限
の
五
月
分
か
ら
適
用
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
通
知
書
に
書
か
れ
て
い

た
め
、
水
道
料
金
改
定
に
合
わ
せ
て

加
入
金
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。
新

改
定
の
理
由

一
、
現
行
料
金
に
よ
る
算
定
期
聞
が

終
了
す
る
こ
と

現
行
水
道
料
金
の
算
定
期
間
は
、

昭
和
五
十
八
年
四
月
か
ら
同
六
十
年

三
月
ま
で
の
二
年
間
で
す
。
そ
の
後

の
収
支
見
通
し
で
は
、
現
行
料
金
を

据
え
置
い
た
場
合
、
六
十
年
度
一
億

三
百
万
円
、
六
十
一
年
度
一
億
九
千

百
万
円、

六
十
二
年
度
二
億
八
千
八

百
万
円
の
赤
字
が
予
測
き
れ
、
健
全

な
企
業
経
営
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

二
、
支
払
利
息
お
よ
び
減
価
償
却
費

が
増
加
し
て
い
る
こ
と

生
活
水
準
の
向
上
に
よ
る
水
需
要

の
地
域
分
布
の
変
化
に
対
応
し
、
水

量
水
圧
不
足
の
解
消
を
図
る
た
め
に

必
要
な
配
水
池
の
築
造
、
老
朽
石
綿

管
布
設
替
え
な
ど
の
建
設
改
良
事
業

に
投
資
す
る
多
額
の
資
金
を
、
長
期

借
入
金
と
し
て
借
り
入
れ
て
い
る
現

状
か
ら
、
今
後
も
支
払
利
息
お
よ
び

減
価
償
却
費
が
増
加
し
て
き
ま
す
。

て
の
料
金
事
務
を
オ

ン
ラ
イ

ン
処
理

し
、
事
務
の
能
率
化
を
図
り
使
用
者

三
、
薬
品
費
、
動
力
費
な
ど
給
水
原

価
が
増
加
し
て
い
る

こ
と

事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
経

費
の
節
減
な
ど
企
業
努
力
に
よ
り
能

率
的
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
産

業
用
水
や
日
常
の
生
活
用
水
を
安
全

か
つ
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
の
薬

品
費
、
動
力
費
、
材
料
費
な
ど
水
の

製
造
に
必
要
な
費
用
が
値
上
が
り
、

増
加
し
て
い
ま
す
。

四
、
水
需
要
が
停
滞
ぎ
み
で
、
収
入

の
自
然
増
は
微
増
で
あ
る
こ
と

低
成
長
経
済
に
移
行
後
、
水
需
要

が
停
滞
ぎ
み
で
、
気
候
な
ど
の
自
然

条
件
も
水
需
要
を
不
安
定
に
し
、
料

金
収
入
の
自
然
増
は
微
増
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。

料
金
の
改
定
率

料
金
改
定
率
は
、
平
均
一
八
・
二

パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

こ
の
平
均
改
定

率
は
、
昭
和
六
十
年
度
か
ら
同
六
十

二
年
度
ま
で
の
三
年
間
に
必
要
な
水

道
事
業
費
用
(
四
十
億
六
千
五
百
四

十
九
万
二
千
円
)
に
対
し
、
現
行
料

金
に
よ
る
期
間
中
の
収
益
(
三
十
四

億
三
千
九
百
六
万
七
千
円
)
で
は
、

予
測
で
不
足
す
る
た
め
の
値
上
率
で

す
。一

般
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
口
径

十
三
ミ
リ
量
水
器
で
は
、
表
二

の

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
「
お

客
様
番
号
」
に
改
め
て
見
や
す
い
七

と
お
り
一
か
月
平
均
十
八
立
方
メ
ー

ト
ル
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
現

行
千
四
百
円
が
改
定
後
千
六
百
円
に

な
り
、
二
百
円

(
一
四

・
三
%
)
増

に
な
り
ま
す
。
実
際
に
納
め
て
い
た

だ
く
場
合
は
二
か
月
料
金
に
な
り
ま

す
の
で
、
現
行
二
千
八
百
円
が
改
定

後
三
千
二
百
円
に
な
り
、
四
百
円
(
一

四
・
三
%
)
増
に
な
り
ま
す
。

使
用
水
量
ラ
ン
ク

を
細
-
分
化

水
量
料
金
は
、
使
用
水
量
に
応
じ

て
逓
増
段
階
を
設
け
て
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
段
階
が
二

段
階
か
ら
三
段
階
に
細
分
化
さ
れ
ま

す
。
改
定
さ
れ
る
逓
増
ラ
ン
ク
は

現
行
で
は
使
用
水
量
三
十
一
立
方
メ

ー
ト
ル
以
上
の
場
合
一
立
方
メ
ー
ト

ル
当
た
り
一
律
料
金
で
し
た
が
、
「
三

十
一
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
立
方

メ
ー
ト
ル
以
下
」
と
「
五
十
一
立
方

メ
ー
ト
ル
以
上
」
に
区
分
し
料
金
が

決
め
ら
れ
ま
す
。

改
定
料
金
の
適
用

四
月
使
用
分
か
ら
、
新
料
金
に
よ

り
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
納
入
通

知
書
で
は
、
五
月
三
十
一
日
が
納
付

氏
名
・
住
所
を
漢
字
で



借
入
金
と
し
刀
借

り

て

い

る

現

状
か
ら
、
今
後
も
支
払
利
息
お
よ
び

減
価
償
却
費
が
増
加
し
て
き
ま
す
。

十す

ミ 市生

tlリ家
.量庭

7}くで
器使
で用
はし

て
表い
| る

一口
の f圭

四
月
使
用
分
か
ら
、
新
料
金
に
よ

り
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

n

納
入
通

知
書
で
は
、
五
月
三
十
一
日
が
納
付

月

定

例

し

て

料
金
は
、
四
月
使
用
『
分
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

て
の
料
金
事
務
を
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理

し
、
事
務
の
能
率
化
を
図
り
使
用
者

サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
役
立
て
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

た
め
、
水
道
料
金
改
定
に
合
わ
せ
て

加
入
金
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。
新

し
い
加
入
金
は
、
こ
の
四
月

一
日
以

降
か
ら
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
前
に
お
申
し
込
み
の
方

で
も
、
六
月
三
十
日
ま
で
に
使
用
開

始
き
れ
ま
せ
ん
と
新
し
い
加
入
金
に

な
り
ま
す
。

第 930号一

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
「
お

客
様
番
号
」
に
改
め
て
見
や
す
い
七

桁
の
番
号
に
変
更
し
ま
す
。
三
月
以

降
の
「
検
針
の
お
知
ら
せ
表
」
お
よ

び
「
料
金
納
入
通
知
占
」
は
、
す
べ

て
新
し
い
番
号
に
な
り
ま
す
。
料
金

な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
新

し
い
「
お
客
様
番
号
」
で
お
顧
い
し

ま
す
。な

お
、
二
月
以
前
の
水
道
料
金
は
、

従
来
の
番
号
で
通
知
し
ま
す

期
限
の
五
月
分
か
ら
適
用
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
通
知
書
に
書
か
れ
て
い

る
使
用
水
量
は
三
月
と
四
月
に
使
用

し
た
水
量
の
合
計
で
す
の
で
、
検
針

日
か
ら
検
針
日
ま
で
の
聞
に
そ
れ
ぞ

れ
属
し
た
月
の
日
数
に
応
じ
て
、
三

月
分
は
旧
料
金
、
四
月
分
は
新
料
金

と
し
て
計
算
し
合
算
さ
れ
ま
す
。
こ

の
計
算
は
、
す
べ
て
電
算
処
理
さ
れ
、

納
入
通
知
書
に
よ
り
皆
さ
ん
に
通
知

し
ま
す
。

氏
名
・
住
所
を
漢
字
で

氏
名
や
住
所
の
表
示
を
、
従
来
の

カ
タ
カ
ナ
か
ら
漢
字
に
改
め
ま
し
た
“

漢
字
化
に
あ
た
っ
て
は
、
誤
り
が
な

い
よ
う
万
全
を
期
し
ま
し
た
が
、
訂

正
が
必
要
の
場
合
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
手
数
で
も
水
道
局
業
務
課
宮

⑫

4
1
0
0
内
線

5
0
4
ま
で
御
述

絡
を
お
願
い
し
ま
す

「
検
針
区
・
使
用
者
番
号
」

が
「
お
客
様
番
号
」

水
道
は
、
使
用
す
る
水
杓
地
設
ご

と
に
「
検
針
区
・
使
用
者
番
号
」
が

料
金
事
務

100mm 

1，93012，468 

オ
ン
ラ
イ
ン
化

'r>: j:~J改定;:H8.2 C!.ó

23.2 

母子家庭の方は届け出を

基本料金が減免(半額)に
生活保必を受けている方や母子家底

の }jて13ミリ ;i:*器を使用されている

場合には、水道料金のうち基本料金に

ついて、半舶に減免されます F したが

~て、改定法本料イitでは 1か月300円に
なります。

この制度の適用は、生活保誕世帯?の

骨さんは悩祉事務所から水道局に通知

されますが、母子家庭の方は届け出に

よることにな勺ていますので、ぷ‘1]さ

れる皆さんは、悩祉課で御相談のうえ

水道局までお届!すください

)内は現行料金

口径別平均使用水量の現行、改定料金比較表(1か月)

II (f 

0.0 

3.0 

355 

加
入
金
の
改
定

12 

fご、

1.386 

23.2 

75mm 

0.3 0.2 

60 

現
行
加
入
金
は
、
昭
和
五
十
六
年

四
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
回
、
負
担
の
公
平
を
期
す
る

水
道
料
金
事
務
が
、
三
月
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
化
し
ま
す
。
市
が
電
算
を

自
己
導
入
し
た
こ
と
に
伴
い

、
す
べ

え

50mm 

22.6 

ー (5)一一一昭和60年 3月1日 広報う

585 

104 

器量水 口
半ヰ 金 (1か月)

*- j三主a 料 金

の径
基本料金

水 亙自 料金 (1m'につき)

13mm 600円 1附以上8m'以下 0同 (0円)( 510円 )

20mm 1，180円 9 m'以上30m'以下 100円 (89円)

980円 )31m'以上50m'以下 115円 (102円)

25mm 1，710同 51m'以上 126円(102円)
(1.420内)

30mm 2，970円
(2，460)1-1 ) 

40mm 4，630円 1 m'以上30m'以下 100円 (89円)(3，8201'1 ) 

50mm 7，570円
(6，180円 )

75mm 17， 170円 31m'以上50m'以下 115円 (102円)
( 14， 070111 ) 

100mm 28，330円
(23，260PJ) 

125mm 42，860円 51m'以 上 126円 (102円)(35，2201"1) 

150mm 61，480同
(50，4401工1)

生活保必法(U?'，.f'1J25年法律第144号)の胤定により税

にf札必を受けているものである使用者、またはほ fお

よぴ政財州首l 法刊行利39年法律~rn 29ち)第 5 条第 1 .l1'l 

に規定する配偶将のない女 fで現に児tli:を状主主してい

るものである1夜間計(竹J!f.riか別に定めるものに限る)

の使用に係る :.lJj( ~詳の仁1(壬ヵ、 13 ミリメートルである場

合における)，~本料金{立、 2 分の l とする

40mm 

246 

水道料金表表-1

表-2



だ H({ね160年 3)1 1日一一一 (6)ーえつ広報

む
だ
を
な
く
し
物
を
生
か
す
市
民
運
動

資

j原

用

活

最
近
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
は
落
ち

着
い
て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ
灯
油
不

是
な
ど
を
き
た
す
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
目
的
は
、
我
が
固
め
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
盤
の
不
安
定
さ
を
克
服
し
て

い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
こ
れ

一

推

進

月
日
，
e

i
 

H
E
-

検 率 今 て よ ら 以
市し的 ーいい し 上
で て に 度 ま か を 増
はみ使エす、維や
、 ま わ ネ 。 が 持 さ

今しれル各大すず
年よてギ家きる
もうい|庭なにし
「 るが・聞はか

!上田市資源活用推進本部(議長諒)iZ Z武彦君 f良
'を つなでにし i直

宮⑫4100内線301・有線②0671 :な かくもなたな
二ー ーーーーーー ー一一一く 点、効 、つら幕

し
物
を
生
か
す
市
民
運
動
」
を
展
開

し
ま
す
。
市
民
総
参
加
に
よ
る
資
源

を
大
切
に
す
る
運
動
を
進
め
る
た
め
、

皆
き
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

資
源
活
用
広
場

5
月
ロ
日
に

「
む
だ
を
な
く
し
物
を
生
か
す
市

民
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
三
月
十

一
日
川
か
ら
五
月
十
二
日
川
ま
で
の

二
か
月
間
を
「
資
源
活
用
推
進
月
間
」

と
し
、
上
田
市
資
源
活
用
推
進
本
部

(
本
部
長
・
永
野
市
長
)
を
設
け
、

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

推
進
月
閉
め
最
終
日
(
五
月
十
二

日
川
)
に
は
、
今
年
で
十
一
回
目
を
迎

え
る
「
資
源
活
用
広
場
」
を
聞
き
ま

す
。
ま
た
、
市
内
各
事
業
所
な
ど
の

協
賛
に
よ
り
ま
す

「
む
だ
を
な
く
す

生
活
展
」
の
開
催
も
計
画
し
て
い
ま

す
。

の
聞
こ
え
が
悪
く
な

っ
た
り
、
耳
だ

れ
が
出
た
り
も
し
ま
す
。
耳
だ
れ
が

資源・エネルギー使用点検表

工頁目 チェックポイン卜 省エネルギー効果(話:写す)

フー
番組を選んてい見ていますか

o 18ft')カラーテレビを毎日 1時間消すと→月 2.4kWhの節約
レ 長時間見ない時はプフグを抜いて
ヒ いますか

0毎日 10時間プラグを抜くと→月1.5-3 kWhの節約

不要な明かりはこまめに消してい
040Wの電灯使用時間を毎日 1時間減らすと→月 1.2kWhの節

ますか
日召

長時間点灯している箇所では、白 来ワ

明
熱電球より蛍光灯にしていますか 0同じ明るさでも、蛍光灯は白熱電球の%の電力消費ですむ

照明器具は、ときどき掃除したり 0照明器具についたほこりで、半年間に約20%明るさが減少
適当な時期に取り替えますか

ガ j易 なべや、ヤカンめまわりから炎が 0ガス コ節つ(ン早約けロ〈でっ沸丸ぱ〈型な) 底的ヤカンを平型底にかえると→約10%ス の節約
コ.j弗 はみ出していませんか

0口火の し(1臼10時間)をやめると→都市カス年
，〆

口暑苦 口火はこまめに消していますか 間29m'

風 沸かすとき中ブタを利用していま 0中ぶたをして適量の水を適温に沸かすと→ガスを 10%節約

すか 0入浴しないとき、口火を消しておくと→都市カ、ス月 1.4m'節j

自 聞をあけずに次々と入っていますか 来:~]

て7 経済速度で安全運転をしていますか 0事1日45k0m固走め行杢分ぶかしで'250ccのカ、ソ リンを j良質、これは小引
イ 無駄な荷物を乗せていませんかカ 0経済速度は、一般道路で40km/h、高速道路て"80km/h

マイカーの使用は控えていますか 0マイカーカ、人をlkm運ぶエネルギーは、鉄道の7倍、パスの5倍

録
と
県
税
務
課
(
陸
連
事
務
所
構
内

の
県
の
事
務
所
)
へ
の
申
作
が
必
要
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耳

の

今
回
は
、
三
月
三
日
の
「
耳
の
日
」

に
ち
な
ん
で
、
耳
の
健
康
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

耳
は
音
を
聞
き
、
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
器
官
で
、
外
耳
、
中
耳
、
内

耳
の
三
つ
の
部
分
か
ら
で
き
て
い
ま

す。
外
耳
は
、
鼓
膜
の
手
前
の
と
こ
ろ

ま
で
で
、
音
波
の
通
る
道
で
す
。
中

耳
は
、
鼓
膜
の
奥
の
骨
に
固
ま
れ
た

部
屋
で
、
音
波
に
よ
る
鼓
膜
の
振
動

を
内
耳
に
伝
え
ま
す
。
内
耳
は
、
伝

わ
っ
て
き
た
振
動
を
聴
神
経
に
伝
、
え

た
り
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
働
き

を
し
ま
す
。
ま
た
、
中
耳
に
は
、
耳

目
ど

管
と
よ
ば
れ
る
細
い
管
が
喉
の
方
か

ら
つ
な
が
っ
て
い
て
、
中
耳
と
外
耳

の
気
圧
が
同
じ
に
な
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

?ミえつー (7)一一一昭和60年 3月1日 広報

健

康
中
耳
炎
の原

因
と
症
状

3月3日は「耳の日」

さ
て
、
耳
の
病
気
.
の
中
で
一
番
多

い
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
中
耳
炎

で
す
。

中
耳
炎
は
、
耳
自
体
で
お
こ
る
病

気
で
は
な
く
、
喉
の
天
井
の
炎
症
か

ら
お
こ
り
ま
す
。
耳
は
、
鼻
の
奥
や

喉
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
、
円
叫
が

悪
い
、
喉
が
悪
い
、
あ
る
い
は
風
邪

を
引
い
た
と
き
な
ど
、
細
菌
が
耳
管

を
通
っ
て
中
耳
に
入
っ
て
い
き
中
耳

炎
を
お
こ
す
の
で
す
。
よ
く
、
耳
に

水
が
入
っ
た
ら
中
耳
炎
に
な
る
と
い

い
ま
す
が
、
鼓
膜
に
穴
が
あ
い
て
い

な
い
か
ぎ
り
中
耳
炎
に
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

中
耳
炎
に
な
る
前
に
は
、
た
い
て

い
風
邪
を
引
い
て
い
ま
す
。
風
邪
が

よ
く
な
っ
て
き
た
こ
ろ
に
急
に
熱
が

出
た
り
、
耳
が
痛
く
な
っ
た
り
す
る

の
で
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
耳

し
て
し
ま

の
聞
こ
、
え
が
悪
く
な

っ
た
り
、
耳
だ

れ
が
出
た
り
も
し
ま
す
。
耳
だ
れ
が

出
る
と
い
う
こ
と
は
、
鼓
膜
に
穴
が

あ
い
て
膿
が
流
れ
出
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
耳
だ
れ
が
出
る
と
、
熱
が
下

が
り
痛
み
も
消
、
え
ま
す
が
、
治
っ
た

と
安
心
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
耳
だ

れ
が
止
ま
り
鼓
膜
の
穴
が
ふ
さ
が
る

ま
で
、
耳
鼻
科
で
き
ち
ん
と
治
療
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

中
耳
炎
の治

療
と
予
防

治
療
に
は
、
抗
生
物
質
が
使
わ
れ
、

た
い
へ
ん
よ
く
治
り
ま
す
。
し
か
し
、

痛
み
が
と
れ
た
り
耳
だ
れ
が
止
ま
る

と
、
自
分
勝
手
に
薬
を
や
め
て
し
ま

う
人
が
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
慢
性
中
耳

炎
に
な
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
薬
を

止
め
る
か
ど
う
か
は
、
必
ず
耳
打
鼎
科

の
先
生
の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
痛
み
の
ひ
ど
い
と
き
は
、
冷

湿
布
や
水
枕
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

中
耳
炎
の
予
防
は
、
体
の
抵
抗
力

を
つ
け
て
風
邪
を
引
か
な
い
こ
と
で

す
。
時
限
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
と

っ
て

規
則
正
し
い
生
活
を
し
た
り
、

は脚
質

野
菜
頬
を
た
く
さ
ん
食
べ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
手
洗
い
、

、つ
が
い

の
励
行
も

大
切
な
こ
と
で
す
。

自動車税の

登録と申告

自
動
車
税
は
、
自
動
車
と
い
う
財

産
の
所
有
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
財

産
税
の
一
種
で
す
が
、
道
路
を
使
用

す
る
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
整
備
費

な
ど
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
性
格
も

も
っ
て
い
ま
す
。

自
動
車
税
は
、
県
内
に
主
に
定
置

場
の
あ
る
自
動
卓
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
(
軽
自
動
車
、

二
輪
の
小

型
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
お
よ

び
大
型
特
殊
自
動
車
は
除
か
れ
ま
す
)

納
め
る
額
は
、
↑
阜
の
種
類
や
大
き
さ

な
ど
に
よ

っ
て
決
ま

っ
て
い
ま
す
。

登
録
と
申
告
は

お
忘
れ
な
く

次
の
場
合
、
陸
連
事
務
所

へ
の
登

録
と
県
税
務
課

(
陸
連
事
務
所
楠
内

の
県
の
事
務
所
)
へ
の
申
告
が
必
要

で
す
。

一
、
車
を
売
っ
た
り
買
っ
た
り
し
た

炉
』
畠

t

必
ず
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。
こ
れ
を
怠
り
ま
す
と
、
自

動
車
税
や
保
険
な
ど
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
起
こ
り
ま
す
。

ニ
、
車
が
古
く
な
っ
た
り
し
て
使
わ

な
く
な
っ
た
と
き

す
ぐ
に
廃
車
の
手
続
き
を
し
ま
し

ょ
う。

こ
れ
を
怠
り
ま
す
と
、
い
つ

ま
で
も
自
動
車
税
が
か
か
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

一
ニ
、
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

す
ぐ
に
住
所
変
更
の
手
続
き
を
し

ま
し
ょ
う
。

こ
れ
を
怠
り
ま
す
と
、

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
原
因
に
な

り
ま
す
。
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お知らせ電
話
の
公
売

えつ

収
税
課
収
税
係

官
⑫
4
1
0
0内
線

2
4
3

広報

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
る
、

上
田
電
報
電
話
局
管
内
の
電
話
加
入

権
の
公
売
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

と
き
・
:
三
月
十
八
日
川
午
前
九
時

三
十
分
(
時
間
厳
守
)
、
受
付
は
九

時
か
ら
九
時
三
十
分

と
ニ
ろ
:
・
市
役
所
南
庁
舎
五
階
第
一

会
議
室

方

法

:

・
競
争
入
札

台
数
・
:
当
日
決
定
し
ま
す
。

公
売
公
告
の
場
所
・
・
・市
役
所
本
庁
と

豊
殿
・
塩
田
・
川
西
の
各
支
所
、

上
田
税
務
署
、
上
小
地
方
事
務
所

入
札
参
加
者
・
・
・
印
鑑
を
お
持
ち
に
な

一圃第 930号l号 一ー

汁
量
モ
-
H
h
M
h
t
r

2月14目、愛媛県の伊予柑娘4人ガ、7j(

野市長(写真右)を表叡訪問しました。

皆さんは、2同5日から同19日までの日程

で全国縦断キャンペーンを実施しており、

途中、よ田市に立ち寄ったものです。

り
、
本
人
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。

代
理
人

の
場
合
に
は
、
必
ず
本
人

自
筆
の
委
任
状
と
代
理
人
の
印
鑑

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
・
・
・
公
売
当
日
ま
で
に
滞
納
者

が
市
税
な
ど
を
完
納
し
た
場
合
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
の
で
御
承
知

く
だ
さ
い
。

歯
の
健
康
教
室
に

お
出
か
け
を

保
健
予
防
課
健
康
相
談
室

宮
(⑫

4
1
0
0
内
線

2
9
3

市
で
は
、
四
十
歳
以
上
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
「
歯
の
健

康
教
室
」
を
実
施
し
ま
す
。
大
勢
の

皆
さ
ん
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

書
き
の
う
え
、
「
干

3
8
6
市
内

大

手

一

ー

一

ー

一

六

上

田

市

歯の健康教室日程表

月 日 ブロ yク名 ~ 場

3月11日(JJ) 城下地区 三好町自治会館

3月14日(本) !_i田I也区 八木沢公民館

3月15日制 北部地区 新田区民会館

3月18日(JJ) 中央地区 区 会館

3月25日(JJ) 泉団地区 吉田公民館

〈
日
程
・
会
場
〉

別
表
の
と
お
り

〈
時
間
・
内
容
〉

マ
午
後
一
時
三
十
分

1
同
二
時

l
歯

科
相
談
、
血
圧
測
定
、
検
尿

マ
午
後
二
時

1
同
二
時
四
十
分

1
歯

の
健
康
に
つ
い
て
の
話
、
体
操

マ
午
後
三
時

i
同
三
時
三
十
分
H
H
ブ

ラ

ッ
シ
ン
グ
指
導

「
食
生
活
の

安
全
を
考
え
る
」

の
御
聴
講
を

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
(⑫

8
5
1
7

県
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は

一
日
生
活
教
室
と
し
て
次
の
と
お
り

講
演
会
を
聞
き
ま
す
。
御
聴
講
く
だ

さ
い
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

と

き

・
:
三
月
十
九
日

ω午
後
一
時

三
十
分
か
ら
同
三
時
三
十
分

と
こ
ろ
・
:
上
田
合
同
庁
舎
六
階
講
堂

演
題
・
:
「
食
生
活
の
安
全
を
考
え

ヲ
A
V

」

講

師

:
・
女
子
栄
養
大
学
講
師

・
林

敏
夫
さ
ん

申
込
先
・・
・三
月
十
四
日
附
ま
で
に
、

市
生
活
環
境
課
(
宮
⑫

4
1
0
0

内
線

3
0
1
)
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
・

精
神
薄
弱
者
相
談
員

に
御
相
談
を

福
祉
課
福
祉
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
3

長
野
県
と
上
田
市
で
は
、
下
表
の

方
々
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
と
し

て
相
談
業
務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

一
一
月
一
日
か
ら
は
、
聴
力
障
害
者
相

談
員
が
一
名
増
員
に
な
り
ま
し
た
。

悩
み
や
心
配
ご
と
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
最
寄
り
の
相
談
員
さ
ん
に

お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

一
日
発
行
、
第
九
二
六
号
の
八
ペ
ー

ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

(倣干ifJ、岡持)

委託者 氏 名 性別 住 所 TEL 

県 大島かめよ 女 小泉53 25-2049 

" 金井勘ifi 男 踏入2-13-2 22-5214 

" 矢島良造 " 大屋204 36-2131 

" 吉岡儀兵衛 " 中央6-11-4 23-1405 

市 滝沢 祝 女 常磐城5-6-39 27-8471 

" 率村勝子 " 富士山2837-2 38-2702 

精神薄弱者相談員(敬称略)

委託者 氏 名 性)J1j 住 所 TEL 

県 笠原正太郎 男 神畑821-6 22-4825 

" 小林 功 " 虫記t尺1402 22-7574 

" 滝沢一栄 " 上室賀1820-2 31-3068 

" 滝沢 7c " 大屋235-5 35-0164 

" 塩入敏明 " 鈴子1024-1 38-4326 

" 中村 均 " 大手2-6-28 22-5664 

"⑮ 根j掌保子 女 常国3-1-1 27-3083 

身体障害者相談員

通学)
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計
量
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

商
工
眼
計
量
係

宮
(
⑫

4
1
0
0
内
線
6
0
3

商
品
の
量
目
に
対
す
る
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
の
調

査
に
よ
り
得
ら
れ
た
各
種
デ
ー
タ
ー

や
意
見
、
苦
情
な
ど
を
今
後
の
計
量

行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
次
の
と

お
り
昭
和
六
十
年
度
計
量
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
・
:
食
料
品
関
係
の
販
売
業

つ
を
営
ん
で
い
な
い
、
ま
た
は
こ
れ

に
携
わ
っ
て
い
な
い
市
内
の
家
庭

の
主
婦
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す

る
人
①
畳
間
の
会
議
に
出
席
で

き
る
人
(
年
三
回
)
②
過
去
に
計

量
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
て
い
な
い
人

職
務
内
容
・
・
・
指
定
す
る
期
間
内
に
購

入
し
た
商
品
の
目
方
を
計
っ
て
、

日
誌
に
記
入
し
報
告
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

応
募
期
限
・
:
三
月
三
十
一
日
間

謝
礼
:
・
五
千
円
と
記
念
品
(
検
査

用
は
か
り
と
分
銅
)

応
募
方
法
・
:
官
製
は
が
き
に
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
(
(
ふ
り
が
な
)
、

年
齢
、
家
族
構
成
、
電
話
番
号
を
お

f三え一(9)一一一昭和60年 3月1日 広 報

書
き
の
う
、
ぇ
、
「
一T
3
8
6
市
内

大
手
一
|
一
一
ー
一
六
上
田
市

役
所
商
工
課
計
量
係
」
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
話
の
会
が

は
じ
ま
り
ま
す

市
立
図
書
館

宮
⑫
0
8
8
0

「
ざ
し
き
わ
ら
し
の
会
」
(
代
表
・

長
谷
川
美
幸
さ
ん
)
の
人
た
ち
に
よ

る
語
り
聞
か
せ
、
紙
芝
居
の
会
が
、

次
の
と
お
り
聞
か
れ
ま
す
。
小
き
い

お
子
き
ん
た
ち
に
は
、
と
て
も
楽
し

い
と
思
い
ま
す
。
お
出
か
け
く
だ
さ

B
V
 

と
き
・
:
毎
月
第
二
日
曜
日
の
午
後

一
時
三
十
分
か
ら

と
ニ
ろ
:
・
市
立
図
書
館
第
二
図
書
室

三
種
混
合
予
防
接
種

保
健
予
防
課
保
健
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

2
8
8

有
線
②
0
7
2
1

三
種
混
合
予
防
接
種
(
三
回
目
)

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
最
寄
り

の
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
「
広
報
う
、
え
だ
」
一
月

一
日
発
行
、
第
九
二
六
号
の
八
ペ
ー

ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

作
業
員
を
募
集

上
田
市
森
林
組
合

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
2
5

資
格
:
・
0
中
学
校
卒
業
以
上
で
市

内
に
住
ん
で
い
る
人

O
十
八
歳

以
上
四
十
五
歳
未
満
の
人

申
込
期
間
・
・
・
三
月
五
日
同
か
ら
同
十

一一日

ω

募
集
人
員
・
・
・
若
干
名

申
込
書
類
:
・
履
歴
書
、
受
験
申
込
書

(
市
役
所
二
階
の
同
事
務
所
に
あ

り
ま
す
)

採
用
予
定
日
:
・
四
月
一
日
間

待
遇
・
:
給
与
は
、
上
田
市
森
林
組

合
給
与
規
定
に
よ
り
ま
す
。
身
分

保
障
制
度
全
部
あ
り
ま
す
。

く
だ
さ
い

県
営
住
宅
入
居
者

を
募
集
し
ま
す

上
小
地
方
事
務
所
建
築
課

宮
(
⑫

1
2
6
0
内
線
3
0
4

募
集
団
地
・
・
・
城
団
地
(
市
内
大
字
岡
)

募
集
戸
数
・
・
・
三
戸

構
造
規
模
:
・
簡
易
耐
火
平
家
建
て
二

K
か
ら
三

K
B

家
賃
:
・
三
千
八
百
円
か
ら
七
千
五

百
円

募
集
期
間
・
:
三
月
一
日
幽
か
ら
同
十

一
日
間

入
居
可
能
日
・
:
四
月
一
日
間

申
込
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
:
・
上
小

地
方
事
務
所
建
築
課

会場名 実施日(3回目 )

塩田母子健康センター
3月7日(柑

上野が丘公民館

上田市保健センター
(市役所南庁舎 2階)

川辺町 会 館
3月8日制

川西社会福祉センター

上田市保健センター
3月12日(刈

三好町会館

上田市保健セ ンター

3月13日や'}:)
神川 地区公民館

上田市保健センター 4月3日(水)予備日

上田市保健センター 4月5日幽予備日

三種混合予防接種目程表

※時聞は各会場とも午後 1時30分から

同 2時30分までです。

真田陣太鼓発会

ただいま会員募集中

文化会館ホール

使用申し込みを受付中

老若男女を問わず、市内在住または通勤(通学)

している熱意ある人集まれ/

お申し込み・お問い合わせー-上田商工会議所

上田市文化センターの文化会館ホールは、 6月

にオープンする予定ですが、現在その使用申し込

みを中央公民館(宮⑫0760)で受付しています。

利用手続きなどについては、中央公民館にお問い

合わせください。 包⑫4500
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身
体
障
害
者

一
、
身
体
障
害
の
症
状
が
固
定
し
て

お
り
、
日
常
の
生
活
に
介
助
の
い

ら
な
い
人

二
、
義
務
教
育
修
了
者
ま
た
は
こ
れ

と
同
等
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
人

募
集
科
目
・
人
員
・
:
園
芸
十
五
人
、

電
子
機
器
十
五
人
、
編
物
十
五
人
、

洋
裁
十
五
人
、
洋
服
二
十
五
人
、

軽
印
刷
二
十
五
人
、
建
築
製
図
十

人
、
機
械
製
図
十
人
、
印
章
彫
刻

十
人
、
義
肢
装
具
五
人
、
一
般
事

務
二
十
五
人

(
訓
練
期
間
は
、
そ

職
業
訓
練
生
を
募
集

愛
知
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
校

宮

(
0
5
3
3
9
3
)
2
1
0
2

国
立
県
営
「
愛
知
身
体
障
害
者
職

業
訓
練
校
」
で
は
、
次
の
と
お
り
昭

和
六
十
年
度
四
月
の
入
校
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

入
校
の
条
件

えつ広報一ー第 930号

追納でより有利な年金を

過去に経済的な理由などで保険料の免除を受けていた期

間は、 10年前にさかのぼって、その当時の保険料額で納め

ることができ ます。この制度を「追納」といいます。

免除を受けた期聞の年金額は、保険料を納めた場合の 3

分の lになりますが、追納をすると保険料を納めた場合と

同額の年金額が受けられます。年金を受けるときのことを

考えると 、納めておいた方が有利ですので、できるだけ追

納しましょう。

です。

事鈴慰健廊。包鴎..・・・・号[Y'fC隼禽

め切り

tt-同 9

きい。

〈国保年金課国民年金係官⑫4100内線284・有線②0711>

れ
ぞ
れ
一
年
で
す
)

募
集
期
限
・
・
・
三
月
三
十
日

ω

応
募
方
法
・
・
・
上
田
公
共
職
業
安
定
所

(宮
⑫
6
3
6
3
)
へ
御
相
談
く

だ
さ
い
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

履
き
替
え
お
早
め
に

こ
の
冬
は
、
比
較
的
雪
が
少
な
か

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
の
装
着
率
が
高
く
、

一
月
に
行

っ
た
装
着
率
調
査
で
は
、
市
街
地
で

九

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
車
が
、
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

が
路
面
や
区
画
線
を
削
っ
て
発
生
す

る
道
路
粉
じ
ん
が
、
今
年
は
特
に
目

立
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
粉
じ
ん

の
量
も
多
く
な
り
、
家
や
洗
濯
物
の

汚
れ
な
ど
の
被
害
や
、
健
康
へ
の
影

響
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
道
路
清
掃
な
ど
に
努
め

る
と
と
も
に
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

早
期
履
き
替
え
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
道
路
の
状
態
が
良
い
場
合
は
、

早
め
に
普
通
タ
イ
ヤ
に
履
き
替
え
る

よ
う
、
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

料
理
教
室
の

受
講
者
を
募
集

中
部
電
力
上
国
営
業
所
サ
ー
ビ
ス
課

宮
⑫
1
2
4
0

中
部
電
力
で
は
、
婦
人
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
次
の
と
お
り
料
理
教
室
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

と
こ
ろ
・
:
中
部
電
力
上
国
営
業
所
婦

人
教
室

定
員
・
:
各
コ

l
ス
と
も
二
十
四
名

会
費
・
:
二
千
四
百
円

(六
回
分
の

材
料
代
と
し
て
)

料理教室日程表

コス 期間 曜日 時間

%(水)- 第 1・3 午前10時
A 

%附 水曜日 午後 1時

%t木)- 第 1・3 午前10時
B 

%休) 木曜日 午後 1時

ば目〈 運車は呈 交通安全標語
L}a丸-

，い恩 ばり〈

や

第54回産直デー

品目①大型鮮さぱ 1尾 170円

②減塩丸干し 1折 (10本入) 95円

③船凍イカ 2ハイ 400円

取り扱い庖・・・市内産直協力庖

〈生活環境課生活係官⑫4100内線301>

3月15日(金)

社会保険出張相談日ム勾九九・

(3月〕

(第 1火曜日 5日

第 3火曜日 19日

会場・・・松尾工業株式会社(川辺町)

(第2火曜日 12日

第 4火曜日 26日

会場…海野町会館(海野町)

0各会場とも午前10時~午後 3時
0 お問い合わせ…上回商工会議所

(伊藤ビル内)ft⑫4500
U苧、レ々、、企々、唱J苧、ν々、、ν苧、u帯、レ々、活μ々、、&々、、&〆子、台市、.v苧~シ々、.... 〆ト...... 言

*千曲川左岸地区

*千曲川右岸地区
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〔勤労青少年ホーム)

教養講座に御参加を
勤労青少年ホームでは、市内にお住まいか市内の事業所

に勤務する30歳未満の皆さんを対象に、次のとおり教養講

座の受講者を募集します。

趣味を広げ、働く若い仲間と交流できるよい機会です。

ふるって御参加ください。

申込期限...3月30日(土) ただし、定員になり次第締め切り

ます。

申込場所一・勤労青少年ホーム(開館時間は午後 1時~同 9

時)へ必ず来館のうえ、お申し込みください。

お問い合わせ・・・上田市勤労青少年ホーム包⑫7117

講座名 日程 日 定員 時 間 期 間 費 用 イ蔚 考

月コース 24 
午後

4月-9月
受 講 料2，000円(半年)、

家庭料理
6 :00-8 :00 材料費月額1，000円

料理教室 火コース 24 
午後

4月-9月
受 講 料2，000円(半年)、

家庭料理
6 :00-8 :00 材料費月額1，000円

水コース 24 
午後

4月一 9月
受 講 料2，000円(半年)、

家庭料理
6 :30-8 :00 材料費月額1，000円

月コース
午後

4月-9月
受 講 料3，000円(半年)、

裏 千 家12 
材料費月額500円6 :30-8 :30 

茶道教室
午後 受 講 料3，000円(半年)、

火コース 12 4月-9月 江戸千家
6 :30-8 :30 材料費月額500円

水コース
午後 4月-6月 受 講 料2，000円、

道具を使用しない12 
12回 テキスト代400円6 :30-8 :30 

着付教室

木コース 12 
午後 4月一 6月 受 講 料2，000円、

道具を使用しない
6 :30-8 :30 12回 テキストイ't400円

絵画教室 火コース 20 
午後

4月一 9月 受 講 料1，500円(半年) 油絵、水彩画
6 :30-8 :30 

午後 4月一 9月
農民美術木彫教室 水コース 20 

第第 42 オぇ日窪田 受 講 料1，500円(半年)
6 :30-8 :30 

書道教室 金コース 20 
午後

4月一 9月
受 講 料1，500円、

6 :30-8 :30 材料費月額500円

和裁教室 火コース 10 
午後

4月-9月 受講料月額1，500円
6 :30-8 :30 

手編教室 金コース
午後

4月一 9月 受講料月額1，500円10 
6 :30-8 :30 

琴教室 木コース 5午6後:30-9 :00 年間 受講料月額2，500円 山田流

ょ
う
、
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

目
く
ば
り
思
い
や
り

* 

噛E



一月誕の午前寺

午後 3時まてでで、心、行政相談を開いてい

…一気靴…………徒御棚帥ルH附陥相栴言

3月の相談日は、次のとおりで

す。

とき ...3月11日(1])

とニろ-・・ユニー上田庖

i 日常の中で御相談がありました
林倉若若竹 上柳山 長田小加北 鈴 関 f ~ m v / '.~ 

島林狭内(羽 津 岸 ( 部 中 林 藤 j畢(木 i ら、次の行政相談委員さんへ御相
元園 ハ 中ち富き中三や (はゆ中ー(繁 j 談ください。
き 利初ル清央か雄と央郎ま匠中るみ央夫中義!
んき さ き さ 西さささ西さささ央きさ北さ央さ j 鋒城直巳さん(南天神町宮⑫6176)

ん ん ん ん こんんんこんんんこんん三んさん{松川 隆さん(吉田宮⑫4715)

; 久保田良明さん(小井田宮⑧1120)

立 横 倉山商久滝清 高 土堀湯 市柳藤 i
野 田 根岸藤保 i畢水尾屋内 i斐 村 i畢極 i

------ ------繁しよ村豊か------ ------た光ノ~------敏酉 i 
剛常博常男うゑき太や大君中ね子ナ常夫字要 i
き 田き田ささ じち郎ゑ手さ央きささ田さささ!
ん こん二んんさささきこん六んんん三んんん i
~ ~ んんんん~ ~ ~ I 

下分!
之!
郷去 i

八二 1
七-~

高 増中 兼高日 横林甲 小 黒石金 荒 i 
松 田沢(子野野(関 田 島岩井井井 l 
タ( 岩中利は正天せ夫 (禎岩と慶( モ~$
ツ 常勝治央美 つ義神ぃL 美茂常一太み重中ふ中 t

固ささ四さ子さ四子雄き田さ郎子き央さ央 i
さ三んん)ん さ ん ) き さ ん 三 ん さ さんーん六 1
ん ) ん んん)んん~ ~ ~ 

上南 I 
大紺 仁大天 奈下上 諏半金本 愛 t
屋古神 良室常訪 宕 i

湯町 田 屋 町 尾賀田 形過井町 町 i

五 i

両 篠柄池松黒 一 関深 西佐 山山 中伊ノト i 
角 原津 田 崎 i事 之谷草沢藤崎崎 町'藤松~~
し(園貞シ元(瀬後 佐て(牧一天!
づ 中雄三ゲ意茂常今勝蔵一勝和る中 豪 之 江 神 i
さ央ささきささ入日さささき子代央 さ亙さ四 i
ん 四んんんんん一子んんんんささ五んさん )i
~ ~さ んん)ん i

ん 北!
大分越中 常 仁大中 川山 上 奈下天 i
日 古之辺同房良本神 i
木去戸組入 国湯条町口 山 尾郷町 i
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3月の行政相談日

えつ

ご
月
三
十
一
日
現
在
)

広報

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

宮
津
和
民
さ
ん

富
津
き
く
え
さ
ん

小
山
田
照
治
さ
ん

芦
田
ト
イ
さ
ん

(
中
央
四
)

清
水
正
行
さ
ん

母
袋
藤
太
郎
さ
ん

長
部
ハ
ル
イ
さ
ん

(
中
央
西
二

高

橋

茂

き

ん

中
之
条

西
前
山

倉

升
丸
堀
町

染

屋
下
塩
尻

6日

八九七
三九五

七
五

六一二
八
四

3月の幸吉雪法律相談日

毎月第 2木曜日の午後 1時から

同 4時まで土地・家屋・登記等法

律相談を聞いています。秘密は固

く守られますので、お気軽に御相

言炎ください。

3月の相談日は、次のとおりで

す。

とき ...3月14日(本)

とニろ・・・市役所西庁舎 2階会議室

アドバイザー・・・司法書士・土地家

屋調査士の方が、御相談

に応じてます。

3月の法律相談日

毎月第 2・4金曜日の午後 1時

30分から同 3時30分まで法律相談

を聞いています。

御希望の方は 、市民相談室(宮

⑫4100内線303・301)に電話予約を

お願し、します。秘密は固く守り、

相談は無料です。お気軽に御相談

くださし、。

3月の相談日は、次のとおりで

す。

と き...3月 8日ど約

3月22日(斜

ところ・・・市役所 3階第二応接室

担当弁護士・・・山崎さ ん(8日)

花岡さん (22日)

田

町

七
八

ノj、幸庁

八 七七八
00三四

八
六

五
五

五
五

六
六

七
九

八
一

上
常
田

倉

升

築

地

八一
二九

六一ニ
八
五

六
一

泉田

鷹
匠
町

林
之
郷

福

田

八九七
八六六

愛
宕
町

七
九

七七八
O 一四

北
大
手

久
保
林

国

分

大
手
町

上
塩
尻

築

地

院

内
大

湯

中
之
条

五
八

六
九

五
九

六
八

八
三

六
七

七一五
五

八
八

九
四

八
三

七
四

八
八

四
五

六七六
四 O 五

八
三

七
六

八八 七 六 七 八
O 四九四七四

下
常
田

ノ、

上
常
田

七
四

上
常
田

七
五
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